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U-25  　3,500円
　発売：11月15日水  
［会員：11月11日土］

 2024    ［水］

ベートーヴェン：
ピアノ・ソナタ第 27 番 ホ短調 Op.90

Beethoven: 
Sonate für Klavier Nr.27 e-Moll Op.90

シューマン：
交響的練習曲 Op.13

Schumann: 
Etudes symphoniques Op.13

プロコフィエフ：
束の間の幻影 Op.22

Prokofiev: 
Visions fugitives Op.22

ラフマニノフ：
ショパンの主題による変奏曲 Op.22

Rachmaninov: 
Variations on a Theme of Chopin Op.22
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　多くの外来演奏家が入国の道を閉ざされ、公演中止を余儀なくされていた

コロナ禍の日本で、奇跡的ともいえるタイミングで実現したアレクサンド

ル・メルニコフのソロ・リサイタル（2021年1月）。そこでは、チェンバ

ロ、時代の異なる2台のフォルテピアノ、ホール所有のスタインウェイと鍵

盤楽器4台をずらりと舞台上にならべ、さまざまな時代のFantasieをテーマ

にした作品を鮮やかに弾き分け、それぞれの作品の意義を際立たせるという

未曾有のプログラムを披露。ひと癖もふた癖もあるキャラクターながら、真

摯に音楽に対峙し、誰にもなしえないオリジナリティ溢れる試みを次々と成

功させている彼は、ライヴに、コンサートに飢えた私たちに大きな喜びを届

けてくれました。

　続く2022年11月のリサイタルでは、時代を先取りしたベルリオーズの天

才ぶりを怪奇なまでに誇張しピアノ音響の極限に挑んだフランツ・リストの

編曲の《幻想交響曲》に対峙し、その面白さと奇怪さを白日の下に晒すよう

な強烈な演奏と解釈で自身の異才ぶりを強烈にアピール、聴衆の度肝を抜き

ました。

　3度目のソロ・リサイタルとなる今回は、またまたいままでとは異なる新

たなメルニコフの素顔が一つ立ち上ることでしょう。「わが師」と深く敬愛

するリヒテルが好んだ作品（ベートーヴェン Op.90、シューマン《交響的練

習曲》、プロコフィエフ《束の間の幻影》）を軸にプログラムを構成、メイン

にはラフマニノフ（それも《ショパンの主題による変奏曲》）というプログ

ラムで、師であるリヒテルにオマージュを捧げます。いままさに充実の時を

迎え、ますます自由闊達になっていく俊才メルニコフの新たな素顔、そのす

ごさと面白さにどうぞお立ち会いください。
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